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� はじめに

花粉症といえば、空気中の花粉を吸い込むなどにより
くしゃみや鼻水、目の痒みなどの症状が起こる病気で、日
本では多くの人が発症している、いわば国民的な病気で
ある。その花粉の中でも、春に飛ぶスギ花粉による花粉
症の患者数は特に多く、最も猛威を振るっているもので
ある。
その原因の主となるものはもちろん花粉だが、我々が
その飛散の度合いを知る方法は天気予報の花粉情報など
に頼る以外にない。そこで私は花粉と関係が深く、かつ
誰もが感じ取ることのできる天気によってスギ花粉の飛
散数の予測をしてみようと考えた。これから予測してい
くのは花粉情報の中でも最も重要な花粉飛散数の年間総
量で、まずは花粉飛散前・飛散中のどのような気象デー
タがそれと関係しているのか調べ、その上で花粉飛散数
を予測するモデルを作成していく。

� データについて

スギ花粉飛散数データは相模原病院にて採取されたス
ギ花粉飛散数の年間総量のデータ�	
を、気象データは相
模原市消防本部にて採取された「平均気温」・「最高気温」・
「最低気温」・「湿度」・「平均風速」・「最高風速」・「晴れ日
数」・「雨量」・「雲量�」の�つのデータの月ごとの数値��
 ��


��
を入手し、それぞれ��年分�	��～	��、	�～�����

を分析に使用する。さらに、それぞれの月ごとの「最高
気温」と「最低気温」より「気温差�」を算出し、それを
含めた	�種類の変数を使用して花粉飛散数に対する分析
をしていく。ただし、気温差は最高気温と最低気温より
成り立っているため、その�つの変数は同時に分析に使用
できない。そのため、分析する際はそれぞれ	�種類の変
数から気温差を除いた変数群（変数群	）、最高気温を除
いた変数群（変数群�）、最低気温を除いた変数群（変数
群�）の�群で同じ分析を行い、最も結果がよいものを分
析結果とする。

� 分析方法

まず、花粉飛散前年の�月から花粉飛散の終わる�月ま
での	�ヶ月の月ごとの気象データ��年分を用いて花粉飛
散数の年間総量と気象との総合的な関連を重回帰分析に
よって調べる。しかし、	�ヶ月分の月ごとの全ての気象
データを用いて重回帰分析を行なうと説明変数の数が最
大で		�にもなってしまうため、そのままの分析は不可能
である。そこで、その説明変数を�ヶ月ごとの�群に分け
て、それぞれ�の気象データから花粉飛散数に対する重
回帰モデルを作成し、さらに変数選択を行ない、その上
で�値が����以下の変数のみを選択していく。それによっ

�天球全体を��としたときの雲の量の割合のこと
�計算式は�最高気温�－�最低気温�

て残った変数をまとめ、さらに重回帰分析および同様の
変数選択を繰り返していくことで、気象データと花粉飛
散数との関係を示す当てはまりのよいモデルを求める。
これと同様の分析を花粉飛散前年の�月から花粉飛散寸前
の	月までの�ヶ月のデータを用いて行なう花粉飛散数の
予測、さらに説明変数に過去の花粉データ�年分を加えた
場合の関係および予測の分析についても行なう。

� 分析結果�花粉飛散数と気象との関係�

まず、過去の花粉データを使用しない場合での分析を
行なった。自由度調整済み決定係数・���値・自由度よ
り、最も良く関係が示せていたのは変数群	で、表	のよ
うな結果が得られた。また、過去の花粉データを使用し
た場合も最も良く関係が示せていたのは変数群	で、表�

のような結果が得られた。

変数
正の係数 �月雲量、月平均気温、�月平均気温

		月最低気温・湿度・最高気温
�月湿度、�月平均気温、�月晴れ日数

負の係数 �月湿度、		月平均気温、�月平均気温
�月湿度

表 	� 花粉飛散数と気象データとの関係を分析した結果	

変数

正の係数 �月湿度、�月平均気温、�月平均気温

��月最低気温、��月最低気温、��月最高気温

��月湿度、�月最高気温・最低気温・晴れ日数

�月雨量・雲量、�月最低気温・湿度

負の係数 �月平均風速、�月湿度・平均風速

�月平均気温・晴れ日数・雨量・雲量

前年花粉飛散数

表 �� 花粉飛散数と気象データとの関係を分析した結果�

月の平均気温、�月の平均気温、		月の最低気温、�月
の湿度などは両方の結果あるいは他の変数群での分析結
果ほとんど全てで残っていたため、花粉飛散数との関係
の強さがあることがわかる。また、�花粉が多かった次の
年は花粉が少ない�とよく言われるが、結果�より、そう
言われることにある程度の根拠があることがうかがえる。

� 分析結果�花粉飛散数の予測�

花粉飛散数の予測モデルをそれぞれの変数群で過去の
花粉データを使用する場合としない場合で作成した結果、
それぞれのモデルの予測精度は表�のようになった。
前節で花粉飛散数総量と過去の花粉飛散数データには
ある程度の関係が見られるという結果が出たが、予測に



過去の花粉データを使用しない場合
変数群	 変数群� 変数群�

調整済�� ���	 ����� �����

自由度 �� 	� 	�

���値 ������ ������ ������

�値 ������ ���� ����� � ����� ����	� ����

過去の花粉データを使用する場合
変数群	 変数群� 変数群�

調整済�� ����� ������ �����

自由度 	� 	� 	�

���値 ������ ������ ������

�値 ������ ���� ��
�� � ����� ��
�� ����

表 �� 予測モデルの精度の比較

ついては変数群	以外は過去の花粉データを使用しないほ
うがわずかであるが良く予測ができているという結果に
なった。そして、この自由度調整済み決定係数などの要
素より、この中で最もよい予測モデルであるのは過去の
花粉データを使用しない場合の変数群�を使って求めたも
のだと言うことができる。その予測モデルは、表�の通り
である。

月�変数の種類 係数 月�変数の種類 係数

�定数項� ������	��� 前年
月�平均気温 ���
�	��

前年
月�最高気温 ���	��� 前年
月�湿度 ��

	���

前年
月�最高風速 �

	�� 前年�月�平均気温 ���
	
�


前年�月�最高気温 ���
	�� 前年�月�平均風速 ��	���

前年�月�雨量 �	
�� 前年�月�雲量 ��	���

前年月�平均気温 ����	��� 前年月�最高風速 ���	��


前年��月�平均気温 ����	�� 前年��月�最高気温 ���
�	���

前年��月�気温差 ����	��� �月�平均気温 ��	�
�

表 �� 最も良い予測モデル

主に、夏から秋の半ばにかけてのデータを中心にして
おり、この時期が花粉飛散総量の予測に重要であること
がわかる。また、前節でとても花粉飛散総量と関係が強
いとされた月および�月の平均気温はこの分析でも予測
モデルの中に入り、係数も大きいので予測においてもや
はり重要であるということが言える。
さらに、このモデルについて回帰診断を行なったが、重
大な影響を与えているデータは見当たらなかった。

� 花粉飛散数の予測についての考察

前節で求めた予測モデルを季節ごとのスギ花粉の成長
過程とともに、実際に使われているスギ花粉飛散総量の
予測システム��
と比較する。�表��

共通点としては、予測の重要な時期が夏から秋にかけ
ての時期であるということが挙げられる。夏から秋に花
粉を作る花芽ができ、成長していくのだが、求めた予測
モデルがこの時期の変数を中心に構成されていることか
らも花芽ができる際の気象データの重要性がわかる。相
違点としては実際のシステムでは花芽の成長期の気温が

実際の予測システム 求めた予測モデル

夏 気象条件の分析 平均気温・最高気温
スギの花芽が �気温・雨量・ 湿度・雨量・雲量・
できる時期 日照時間など� 平均風速などの分析

秋 林の検分 平均気温・最高気温
花芽が成長し �着花量の確認� 気温差などの分析
休眠する時期

冬 �花粉飛散を開始 平均気温などの
花粉を飛ばす する時期の予測� 分析
準備の時期

春 �日々の花粉飛散
花粉を飛ばす 数の予測�

時期

表 �� 求めた予測モデルと実際の予測システムの比較

高ければ花粉飛散総量は多いとするのに対し、求めたモ
デルでは�月や	�月は気温が低い方が花粉は多いというこ
とになっている�表��。また、実際のシステムは夏のみ気
象データを取るが、求めたモデルは�月の気温もかなり重
要な変数だという結果が出ている。これより、�月や	�月
などの成長の節目や�月の気温を調べることで花芽の出来
具合を検分することの代わりとなっているという可能性
があることが言える。
また、名古屋の花粉データ��
と気象データ�
��
で当て
はめも試みたが、大まかな花粉の程度を調べるにしても
精度は�割に満たず、地形も気候も違う他地域では参考程
度にしかならないということもわかった。

	 おわりに

花粉飛散にはいろいろな要素が関係しているが、総量
の予測については夏が重要であることを確認することが
できた。また、花芽の出来具合を知ることができなくと
も、気象データのみでかなり高い精度の予測ができるこ
とがわかった。しかし、データを取った地域でしかモデ
ルを利用できないというのは残念な結果であり、地形や
周辺環境などの要素も分析に含めていれば、また違った
結果になったかもしれない。
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